平成23年8月24日

栄村復興住宅建築への支援の取り組みと現地調査の実施について
長野県建築士会青年・女性委員会　

委員長　中田充謙

私たち青年・女性委員会として今年度の活動指針として防災系への取り組みを掲げました。更に長野北部地震で大きな被害を受けた栄村での震災からの復興について、何か力を貸すことができればと思っていましたが、復興住宅として村営住宅を建設するとの話があり、建築に際してのプランについて意見を求められていますので、青年・女性委員会として取り組んでいきたいと考えています。そこで、先ずすべき事として，栄村へおもむき、震災で被害のあった状況や地域の生活状況について自らの目で見て触れながら、また関係者の皆様から話を聞き、そして現地で建築プラン等について意見交換を行い、今後の建築士活動にも結び付けて行きたいと考えました。

そこで、以下の趣旨についてご理解いただくとともに、現地調査を実施したいので，各支部委員長はもちろん多くの青年女性会員の参加をお願いしたいと思います。
○はじめに

平成２３年３月１１日、M9.0という観測史上最大の地震により未曾有の被害をもたらした東日本大震災の翌日、県最北端の栄村が長野県北部地震に見舞われました。
まだ残雪が２ｍ以上も残っていた国内有数の豪雪地域の栄村を襲ったこの地震は、幸いにも死者は出なかったものの、その被害の大きさと豪雪地帯、高齢化率50％に迫る高齢化の村ということで，復興の取り組みについてメディア等で報道されているところです。

私たち長野県建築士会は、震災直後から栄村への支援活動を行い、総勢２６０余名の会員が応急危険度判定や住宅相談などに対応をし、村当局を始め地域の住民から大いに感謝されているところです。
○今後に向けて今年度からの委員会としての取り組み
地震大国日本という状況の中でここ数年の間、東日本大震災をはじめ，長野県北部地震、数年前には中越地震、中越沖地震と多くの地震を私たちは経験し、その都度対応をしてきました。
そんな今だからこそ私たち建築士として考えなければならない事・・・。

6月に行われた関ブロ青年協長野大会のテーマにもした“地域から求められる青年建築士”・・・地域から必要とされるようになるべく、私たちはこれから何をしていくべきか・・・。

そんな思いから我々青年・女性委員会の今年度活動指針を、地震で代表される防災関係の活動に力をいれ、そして　今後に渡り継続的に実施して行こうと提唱いたしました。

○具体的活動指針

その中で現在進められている栄村の震災復興住宅の計画策定に、(社)長野県建築士会江口副会長が策定メンバーとして加わっておられます。そこで、青年・女性委員会として、その計画に少しでも係わり、この震災復興住宅の計画について仲間たちと話合い、知恵を出し合い、出たアイデアを計画に少しでも反映していただこうと考えました。また、そういった経験が青年・女性委員会全体の士気を高めるとともに、その経験が自分自身の地域活動や仕事の上で、さらに建築士会活動において役立つものと考えました。

計画を進める第一歩として、現地栄村を調査する必要性を強く感じましたので、次のとおり現地調査について計画案を作成しました。
○今回現地に行き実施したいこと，すべきこと。
　・6ヶ月は経ったものの，現地に初めて行く方もいるため被害状況を確認すること。
　・栄村の生活様式や暮らし風土に触れること。

　・村など関係者の方からお話を聞くこと。

　・震災復興住宅の建設地を調査すること。

　・実際の復旧状況（耐震補強実施中などがあれば）を把握すること。

　・それを踏まえ，ディスカッションすること。

　

○実施案
日時：9月16日（金）17日（土）一泊
懇親会施設・宿泊施設（案）：雄川閣 
〒949-8321 長野県下水内郡栄村大字堺１７８７８−３
　TEL025-767-2252 ‎
費用等：現在　打診調整中
1日目9/16（金）
14：00開始　（※午前中仕事段取りを付け栄村役場集合とする）

14：15～17：30　現地役場職員の話を聞く
　　　　　　　　ディスカッション
18：00～　　　 懇親会

2日目9/17（土）
　　　８：45　　集合
　　　９：00～12：00　復興住宅建設地見学（バスで案内頂けるとのこと）
　　　　昼食（弁当？）
13：00～15：00　（案）建築士に期待すること等（詳細詰め）
　　　15：00解散

